
次期総合計画策定に向けた
市民意向調査の結果

茨木市 企画財政部 政策企画課

令和５年11月

（転出入）
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調査概要
2

全国的に人口減少が見込まれる中でも「選ばれるまち」となり市域

の活性化につながる効果的に施策展開に資するよう、人口流出入に

係る現状把握するため、市民の転入・転出理由等を把握することを

目的とする。

調 査 の 目 的

調 査 対 象 茨木市から転出する方、茨木市に転入する方

調 査 時 期 令和５年７月５日（水） ～ ９月29日（金）

調 査 方 法 市民課での手続時に案内し、用紙に記入またはWebから回答

回 収 数 １１５票



転出者へのアンケート
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転出 回答者属性
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性別 年齢

「20~29歳」が36.2％と最も多く、次いで「30～39歳」が

27.7％、「40～49歳」が21.3％となっている。

「男性」55.3％、「女性」44.7％となっており、男性の

割合がやや高くなっている。

男性

55.3%

女性

44.7%

n=47

20～29歳

36.2%

30～39歳

27.7%

40～49歳

21.3%

50～59歳

8.5%

60～69歳

4.3%

70歳～

2.1%

n=47



転出先市町村
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都道府県

転出先の住まいについて質問を行ったところ、「大阪府」

が42.6%と最も多く、次いで「東京都」が8.5%、「海外」

「兵庫県」が6.4%となっている。

府内市町村

大阪府内の転出先としては、「摂津市」「大阪市」が

26.3%と最も多く、次いで「高槻市」が10.5％となって

いる。

42.6%

8.5%

6.4%

6.4%

4.3%

4.3%

4.3%

4.3%

4.3%

4.3%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

大阪府

東京都

海外

兵庫県

京都府

埼玉県

滋賀県

北海道

沖縄県

神奈川県

岐阜県

佐賀県

広島県

福島県

岡山県

摂津市

26.3%

大阪市

26.3%

高槻市

10.5%

吹田市

5.3%

その他

31.6%

n=19



転出理由
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転出理由

茨木市から転出する理由としては、「仕事に便利なため」

が55.3％と最も多く、次いで「住宅の都合のため」

「結婚のため」が10.6%となっている。

クロス集計

男女別に比較すると、最も差が大きく開いたのは「仕事に

便利なため」という理由であり、男性が69.2％、女性が

38.1％となっている。

55.3%

10.6%

10.6%

6.4%

4.3%

2.1%

2.1%

14.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

仕事に便利なため

住宅の都合のため

結婚のため

家族の都合のため

生活環境（交通・買物など）のため

通学に便利なため

子育て・教育のため

その他

69.2%

0.0%

7.7%

11.5%

0.0%

7.7%

3.8%

11.5%

38.1%

4.8%

14.3%

9.5%

4.8%

0.0%

9.5%

19.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

仕事に便利なため

通学に便利なため

住宅の都合のため

結婚のため

子育て・教育のため

生活環境（交通・買物など）のため

家族の都合のため

その他

男性 女性



転出
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転出先の家族構成

転出先の家族構成としては、「一人暮らし」が53.2％

と最も多く、次いで「二世代世帯（親と子）」が29.8％

となっている。

同居する家族

同居する家族としては、こどもや高齢者と同居していない

世帯が74.5％と最も多くなっている。

一人暮らし

53.2%

一世代世帯（夫婦

または パートナー

と自分）

14.9%

二世代世帯

（親と子）

29.8%

その他（兄弟姉妹など）

2.1%

n=47

6.4%

6.4%

6.4%

2.1%

10.6%

74.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

就学前（０～６歳）のこども

小学生

中学生・高校生

大学生

65歳以上の方

上記にあてはまる同居者はない



転出
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住宅の種類

転出先の住宅の種類としては、「賃貸（集合住宅）」が

59.6％と最も多く、次いで「持ち家（一戸建て）」が

14.9％となっている。

居住年数

茨木市に居住していた年数としては、「20年以上」が

25.5％と最も多く、次いで「２年未満」「２～５年」が

21.3％となっている。

賃貸（集合住宅）

59.6%

持ち家（一戸建て）

14.9%

持ち家（集合住宅）

10.6%

社宅・寮

8.5%

その他

4.3%

賃貸（一戸建て）

2.1%

n=47

～2年

21.3%

2～5年

21.3%

5～10年

19.1%

10～20年

12.8%

20年～

25.5%

n=47



転入者へのアンケート
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転入 回答者属性
10

性別 年齢

「20~29歳」が41.2％と最も多く、次いで「30～39歳」が

27.9％、「50～59歳」が13.2％となっている。

「男性」47.1％、「女性」50.0％となっており、女性の

割合がやや高くなっている。

男性

47.1%
女性

50.0%

分からない・答えたくない

2.9%

n=68

20～29歳

41.2%

30～39歳

27.9%

40～49歳

8.8%

50～59歳

13.2%

60～69歳

4.4%

70歳～

4.4%

n=68



転入前市町村
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都道府県

転入前の住まいについて質問を行ったところ、「大阪府」

が52.9%と最も多く、次いで「京都府」が13.2%、

「兵庫県」が8.8%となっている。

府内市町村

大阪府内の転入前自治体としては、「大阪市」が36.1%

と最も多く、次いで「吹田市」が19.4％、「高槻市」が

11.1%となっている。

52.9%

13.2%

8.8%

4.4%

2.9%

2.9%

1.5%

1.5%

1.5%

1.5%

1.5%

1.5%

1.5%

1.5%

1.5%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

大阪府

京都府

兵庫県

海外

奈良県

山梨県

愛知県

大分県

岐阜県

高知県

滋賀県

東京都

広島県

宮城県

山口県

神奈川県

大阪市

36.1%

吹田市

19.4%

高槻市

11.1%

摂津市

5.6%

豊中市

5.6%

箕面市

5.6%

その他

16.7%

n=68



転入理由
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転入理由

茨木市に転入する理由としては、「仕事に便利なため」

が52.9％と最も多く、次いで「住宅の都合のため」が

20.6%、「結婚のため」が19.1％となっている。

クロス集計

男女別に比較すると、最も差が大きく開いたのは「仕事に

便利なため」という理由であり、男性が71.9％、女性が

38.2％となっている。

52.9%

20.6%

19.1%

7.4%

14.7%

5.9%

1.5%

11.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

仕事に便利なため

住宅の都合のため

結婚のため

家族の都合のため

生活環境（交通・買物など）のため

通学に便利なため

子育て・教育のため

その他

71.9%

6.3%

21.9%

15.6%

0.0%

12.5%

6.3%

6.3%

38.2%

5.9%

20.6%

23.5%

2.9%

17.6%

8.8%

14.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

仕事に便利なため

通学に便利なため

住宅の都合のため

結婚のため

子育て・教育のため

生活環境（交通・買物など）のため

家族の都合のため

その他

男性 女性



転入
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家族構成

茨木市での家族構成としては、「一世代世帯」が42.6％

と最も多く、次いで「一人暮らし」が38.2％となっている。

同居する家族

同居する家族としては、こどもや高齢者と同居していない

世帯が73.5％と最も多くなっている。

一人暮らし

38.2%

一世代世帯（夫婦

または パートナー

と自分）

42.6%

二世代世帯

（親と子）

19.1%

n=68

8.8%

0.0%

4.4%

5.9%

7.4%

73.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

就学前（０～６歳）のこども

小学生

中学生・高校生

大学生

65歳以上の方

上記にあてはまる同居者はない



転入
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住宅の種類

転入した住宅の種類としては、「賃貸（集合住宅）」が

61.8％と最も多く、次いで「持ち家（一戸建て）」が

17.6％となっている。

茨木市との関り

転入前の茨木市との関りについては、「これまでに関り

はない」が49.3％と最も多く、次いで「通勤・通学して

いた」が19.4％となっている。

賃貸（集合住宅）

61.8%

持ち家（一戸建て）

17.6%

持ち家（集合

住宅）

11.8%

賃貸（一戸建て）

4.4%

社宅・寮

2.9%

無回答

1.5%

n=68

これまでに

関りはない

49.3%

通勤・通学していた

19.4%

生まれた・育った

14.9%

以前住んでいた

10.4%

その他

6.0%

無回答

1.5%

n=68



調査票
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